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（課題名）障害者による粗飼料生産での機械利用とヒツジ生産を 
支援する技術開発 

 
１ 代表機関・研究統括者 

石川県大学法人 石川県立大学 石田 元彦 
 
２ 研究期間：令和４年度～令和５年度（２年間） 
 

３ 研究目的 

粗飼料生産やヒツジ生産作業への障害者参加を促進するため、障害

者による粗飼料生産用の機械運転を支援する技術を開発するとともに、

障害者のヒツジ飼育が障害者並びヒツジに及ぼす影響を解明する。 
 

４ 研究内容及び実施体制 

①  障害者の農業機械運転を支援する技術開発 

運転中の障害者の不安を検知し和らげるための音声送信システム

と機械の走行制御システムを開発する。 
（富山県立大学、北菱電興株式会社、石川県立看護大学、社会福祉法人佛子園 日本海倶楽部） 
 

②  ヒツジ飼育が精神障害・知的障害者に与える影響の検討 

ヒツジ飼育が障害者に及ぼす影響をより正確に評価するために、

ウェアラブル型端末を活用して不安と行動の連続測定を試みる。 
（富山県立大学） 
 

③  障害者のヒツジ飼育を支援する技術開発 

粗飼料生産において、障害者が安全に作業し、健全なヒツジを生産

するための手順を提案するとともに、障害者飼育がヒツジに与える

ストレスの解明を行う。 
（石川県立看護大学、石川県立大学） 

 

５ 最終目標 

障害者が安心して飼料生産などのための農業機械を運転できるシス

テムを開発するとともに障害者による飼育がヒトとヒツジに及ぼす影

響を解明する。 
 

６ 期待される効果・貢献 

超スマート社会（あらゆる人が質の高いサービスを受けられる社

会）の実現、障害者の働きやすい環境整備と労働生産性の向上のため

の農機具活用促進、農業の担い手の拡大等が期待される。 

 
【連絡先 石川県大学法人 石川県立大学 076-227-7220】 
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